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安全･安心･新鮮でおいしい

静岡県産の農畜産物をお届けします。

経済連情報

▲ごちそうカントリー番組収録と放送（大田市場）

▲静岡県花の展覧会
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topics
メイントピックス

Ｊ
Ａ
静
岡

２
か
年
計
画
に
つ
い
て

②�

農
業
機
械
等
の
専
門
的
な
知
識
・
技
術

を
持
っ
た
職
員
の
育
成
強
化

③�

共
同
利
用
施
設
に
お
け
る
運
営
コ
ス
ト

の
上
昇

④�

生
産
資
材
や
物
流
に
関
す
る
コ
ス
ト
上
昇

⑤
農
畜
産
物
の
消
費
、
需
要
の
減
退

⑶�

持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化

に
関
す
る
課
題

①�

「
早
期
警
戒
制
度
」「
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
」

の
実
践
に
関
す
る
支
援

②�

第
53
回
静
岡
県
農
業
協
同
組
合
大
会
の

決
議
へ
の
対
応

③
部
門
別
収
支
管
理
の
強
化

④
人
材
育
成
及
び
確
保

⑤
子
会
社
管
理
の
徹
底

⑥
広
報
活
動
の
強
化

　

県
域
と
し
て
の
機
能
強
化
と
連
合
会
と

し
て
の
役
割
を
発
揮
し
、
持
続
可
能
な
静

岡
県
農
業
を
目
指
し
ま
す
。

Ⅲ 

２
か
年
計
画
に
つ
い
て

１
． 

基
本
目
標
と
戦
略

　

２
か
年
計
画
で
は
、
３
つ
の
基
本
目
標

を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
で
戦
略
を
作

成
し
ま
し
た
。

Ⅱ �

２
か
年
計
画
策
定
に
向
け

た
現
状
の
課
題

⑴
農
業
経
営
に
関
す
る
課
題

①�

新
規
就
農
者
支
援
に
取
り
組
む
生
産
部

会
の
割
合
が
減
少

②�

生
産
資
材
等
の
価
格
高
騰
分
を
、
販
売

価
格
に
転
嫁
で
き
な
い

③
農
業
経
営
が
困
難
と
な
り
離
農
が
加
速

④�
大
規
模
担
い
手
農
家
、
農
業
法
人
で
の

人
手
不
足

⑤
販
売
方
法
が
多
様
化
し
て
い
る

⑥
農
作
業
に
お
け
る
人
手
不
足

⑦�

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
異
常
気
象

（
台
風
、
大
雪
）
が
増
え
て
い
る
。

⑵
生
産
振
興
に
関
す
る
課
題

①
営
農
指
導
員
の
育
成
強
化

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

本
会
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
Ｊ
Ａ
静

岡
３
か
年
計
画
の
中
で
、
農
業
の
飛
躍
的

拡
大
や
機
能
集
中
等
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減

に
向
け
た
各
施
策
と
自
己
改
革
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
輸

入
に
依
存
し
て
い
る
肥
料
原
料
や
生
産
資

材
の
価
格
高
騰
に
加
え
、
頻
発
す
る
気
象

災
害
や
家
畜
伝
染
病
の
発
生
な
ど
生
産
基

盤
を
揺
る
が
す
要
因
も
多
く
、
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
環
境
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）」
や
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
な
ど
環
境
問
題
へ
の
関

心
は
世
界
的
に
高
ま
っ
て
お
り
、
環
境
調

和
型
農
業
へ
の
取
り
組
み
も
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
静
岡
２
か
年
計
画
（
以
降
２
か
年

計
画
）
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
よ

う
な
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
現
状
の
課
題
を

明
確
化
し
、
産
地
の
維
持
・
拡
大
に
向
け

て
農
業
振
興
の
強
化
と
農
作
業
の
効
率
化
、

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
農
家
所
得
の
向
上
と
静
岡

県
農
業
の
持
続
的
発
展
が
図
ら
れ
る
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

 戦略１  �実需者や関係機関との連携強
化による販売機能の強化

 戦略２  �多様な実需者ニーズに対応し
た販売方法の拡大

 戦略３  �継続的な農業経営を維持する
ための生産拡大の支援

◆ 基本目標１ ◆
産地の維持・拡大に向けて

農業振興を強化します

 戦略１  �コスト低減と農作業の効率化
に向けた支援

 戦略２  �組合員や地域住民のＪＡ利用
促進にむけた取組支援

◆ 基本目標２ ◆
新時代に対応した総合事業改革を

行います

 戦略１  �効率的な事業運営体制の構築

 戦略２  �健全経営の強化

◆ 基本目標３ ◆
持続可能な経営基盤を確立・強化します

基本目標１　産地の維持・拡大に向けて農業振興を強化します

基本目標２　新時代に対応した総合事業改革を行います

⑴�主力品目（いちご、レタス、トマト等）の県下横断的な
販売戦略構築による販売強化

⑵�パートナー市場と連携し、実需者への営業力強化による
販路開拓・拡大

⑶実需者への営業強化による静岡県産みかんのブランド確立
⑷茶商と茶工場とのマッチングによる契約生産販売の強化
⑸ 食糧事業における県内外卸と事業提携による販売強化
⑹�部分肉加工事業の拡大と食肉販売における新規取引先の

獲得

⑴直接販売の営業強化と業務加工野菜の供給拡大
⑵農業生産法人等との連携強化による取扱拡大
⑶�輸出先国の規制やマーケットインに対応した産地・農産

物づくりと果実類の輸出先国の開拓、輸出強化
⑷食肉事業における静岡県統一ブランドの構築と輸出拡大
⑸海外市場に向けた緑茶販路拡大プロジェクトの実践
⑹�静岡手しお屋（ＪＡタウン）の認知度向上と魅力ある商

品アイテムの拡充

⑴�選果・荷造り作業受託（パッケージセンター）による生産
拡大支援の検討

⑵高品質で安定した生産苗の供給と拡大
⑶ＪＡ仕上げ茶事業の経営改善とＪＡ間連携の実践
⑷適正施肥、適期防除の普及と予約推進活動の取組強化
⑸農機事業の課題整理と将来目指す農機事業の方向性検討
⑹安定生産が可能な「多収穫米」の普及・買取集荷の拡大
⑺�農作業における人手不足の解消に向けたスマホアプリな

どを利用した労働力支援の提案

⑴包装資材の規格集約・共通化による他県域との共同仕入品目の設定・導入
⑵土壌分析業務（土壌分析センター）の受託強化と土づくり、営農指導の支援
⑶地域横断的な配合肥料の提案と堆肥を使用した混合肥料の開発・普及
⑷安定供給ができる未利用資源を原料としたエコ肥料の発掘と実用化
⑸�肥料の更なる銘柄集約と肥料農薬受注センターの配車機能、物流センターの活用による

効率的な物流網の構築
⑹ＩＣＴ等高性能な農業機械の研修、実証試験の実施
⑺飼料用米・子実用トウモロコシの有効活用と稲わらの流通による飼料高騰対策への取組

⑴�ガソリンスタンドの永続化に向けたエネルギー供給体制の再構築と機器リニューアル提案
の実施

⑵�本県産茶葉、果汁を原料とした飲料の消費拡大と健康や快適な暮らしを支援する生活商
品の供給拡大

⑶�ＪＡ葬祭における県下統一広報活動による認知度向上と「事前相談」「事後相談」の強化
によるシェア拡大

⑷ＪＡ施設や農業法人施設、個人住宅に対する省エネ、災害対策提案の実施

戦略１｜販売機能の強化

戦略１｜コスト低減と農作業の効率化 戦略２｜ＪＡ利用促進にむけた取組支援

戦略２｜販売方法の拡大 戦略３｜生産拡大の支援（生産振興）
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main topics

ＪＡ静岡経済連　２か年計画（令和５～６年度）　事業別重点項目

営
業
部

【流通開発】
①�輸出先国の規制やマーケットインに対応した産地・農

産物づくりと果実類の輸出先国の開拓、輸出強化
②�静岡手しお屋（ＪＡタウン）の認知度向上と魅力ある

商品アイテムの拡充
【特販】

①直接販売の営業強化と業務加工野菜の供給拡大
②農業生産法人等との連携強化による取扱拡大

く
ら
し
支
援
部

【生活葬祭】
①�本県産茶葉、果汁を原料とした飲料の消費拡大と健

康や快適な暮らしを支援する生活商品の供給拡大
②�ＪＡ葬祭における県下統一広報活動による認知度向上

と「事前相談」「事後相談」の強化によるシェア拡大
【総合エネルギー】

①�ＳＳ毎に目指すべき方向性（燃料油販売型、油外販売
特化型、異業種設置型、ライフライン維持型）を明
確にして、経営効率化を推進する。

②�ガソリンスタンドの永続化に向けたエネルギー供給体
制の再構築と機器リニューアル提案の実施

食
糧
部

①�近年の異常気象に対応した安定生産が可能な「多収
性品種」の普及・買取集荷の拡大

②�世界的な穀物の争奪等を踏まえ、稲わらの流通拡大
や米粉、子実用トウモロコシ等の実証生産に取り組む

③�県内消費者に対し、地産地消で安心安全なパールラ
イス販売の強化

④�県内外卸と新たな事業提携を進め、仕入れ、精米受
託、共同配送体制を模索し、新たな納入先の確保と
コスト低減に取り組む

畜
産
部

【畜産】
①�農場経営による一貫生産型飼養管理技術の構築と生

産基盤の維持拡大
②�未利用原料等の活用による低価格飼料の検討・開発・

給与試験を行い、ＪＡ・東日本くみあい飼料㈱と一体
となった農家所得向上への取組

③�ＪＡ・県・本会他部署と連携し、飼料用米・子実用ト
ウモロコシの有効活用による、飼料高騰対策への取組

【食肉】
①�新食肉センター運営のための業務確認と対応の検討
②�部分肉加工事業の拡大と食肉販売における新規取引

先の獲得
③静岡県統一ブランドの構築と輸出拡大

建
設
部

①ＪＡ支店統廃合の店舗活用プラン提案
②�ＪＡ施設や農業法人施設、個人住宅に対する省エネ、

災害対策提案の実施
③補助事業の積極的な活用提案
④�ＪＡ経済事業に貢献できる事業スキームの拡大（リ

フォーム・蓄電池提案等）

管
理
部

①部門別収支管理の徹底と業務改善の継続実施
②�教育研修体系に基づき職員のキャリアに応じた能力

開発、人材育成
③�コンプライアンスマニュアルに基づく法令を遵守した

業務遂行
④�ＤＸによる生産性向上の取り組み検討と広報活動の 

強化

営
農
総
合
対
策
部

【ＪＡ支援】
①�ＪＡ間事業連携、物流合理化、購買店舗の整備による、

ＪＡ営農経済改革の支援
②�自己改革や早期警戒制度等でＪＡが実践する施策に対

し、本会営農部署間の連携推進及び調整することで、
総合的な支援を行います。

③�農作業における人手不足の解消に向けたスマホアプリ
などを利用した労働力支援の提案

【生産振興開発】
①�農産物安全分析センターの効果的な事業運営と計画

的な分析推進
②�ＪＡの生産部会や持続可能な経営体への出向く活動を

強化するための提案
③�「あぐりんく静岡」を活用し、効果的かつタイムリー

な情報提供

み
か
ん
園
芸
部

【柑橘果樹】
①�静岡県育成品種「春しずか」の推進やＩＣＴ機器の導

入による柑橘園地の生産性向上に向けた取組
②�パートナー市場との連携による予約相対取引や契約販

売の取組と、実需者への営業強化による静岡県産み
かんの販売強化

【野菜花卉】
①�主力品目（いちご、レタス、トマト等）の県下横断的

な販売戦略構築による販売強化
②�パートナー市場と連携し、実需者への営業力強化によ

る販路開拓・拡大
③農業生産法人への販売支援
④�選果・荷造り作業受託による生産拡大支援の検討（パッ

ケージセンター）
【営農資材】

①�包装資材の規格集約・共通化による他県域との共同
仕入品目の設定・導入

②高品質で安定した生産苗の供給と拡大
③�農業ＩＣＴ（環境制御・モニタリング）関連資材の提

案普及

茶
業
部

①�茶商と茶工場とのマッチング（契約生産販売等）強化
による販売強化

②�仕上茶取引先との関係強化による原料供給の拡大
③�海外市場に向けた緑茶販路拡大プロジェクトの実践
④ＪＡ仕上げ茶事業の経営改善とＪＡ間連携の実践

生
産
資
材
部

【肥料農薬】
①�適正施肥、適期防除の普及と安定供給に向けた予約

推進活動の取組強化
②�安定供給ができる未利用資源を原料としたエコ肥料

の発掘と実用化
③�土壌分析業務（土壌分析センター）の受託強化と土づ

くり、営農指導の支援
④�地域横断的な配合肥料の提案と堆肥を使用した混合

肥料の開発・普及拡大
⑤�更なる銘柄集約と肥料農薬受注センターの配車機能、

物流センターの活用による効率的な物流網の構築
⑥�天敵農薬の新たな作物への展開・普及推進
⑦営農生産法人への訪問活動強化による事業拡大
【農業機械】

①�農機事業の課題整理と将来目指す農機事業の方向性
検討

②部品事業、整備センターの機能強化と人材育成
③ＩＣＴ等高性能機械の研修、実証試験の実施
④�ＪＡグループ共同購入機（トラクター、コンバイン）の

拡販
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topics & news

賞 氏名 ＪＡ名 部門名 品種名 特別賞

金
賞

１
席山田弘志 ＪＡふじ伊豆 カーネーション プラテリア

農林水産大臣賞
全国農業協同組合連合会経営管理委員会会長賞
日本農業新聞会長賞

２
席兼子正春 ＪＡとぴあ浜松 ガーベラ キムシー

農水省農産局長賞
静岡県農業協同組合中央会代表理事会長賞
静岡新聞・静岡放送社長賞

３
席大場堅司 ＪＡ掛川市 ばら カルピデューム

静岡県知事賞
静岡県信用農業協同組合連合会理事長賞
静岡第一テレビ社長賞

４
席岡田浩一 ＪＡとぴあ浜松 一般切花

（スイートピー） ソフィアピンク 静岡県知事賞
全国共済農業協同組合連合会静岡県本部運営委員会長賞

５
席遠藤美行 － 鉢物（マーガレット×

ローダンセマム属間雑種）
ビジューマム

ローズクオーツ
静岡県知事賞
静岡県厚生農業協同組合連合会理事長賞

６
席袴田加代 ＪＡとぴあ浜松 枝物 グニーユーカリ 農水省関東農政局長賞

静岡県経済農業協同組合連合会理事長賞

７
席木本大輔 ＪＡとぴあ浜松 きく セイメリタ 静岡県農林水産業振興会長賞

掛川市長賞

８
席遠藤邦彦 ＪＡふじ伊豆 トルコギキョウ プロポーズスノー 静岡県経済産業部長賞

日本花き生産協会長賞

２
月
10
日
、
静
岡
県
花
卉
園
芸
組
合
連

合
会
（
事
務
局
：
野
菜
花
卉
課
）
は
、
掛

川
市
の
掛
川
花
鳥
園
で
第
38
回
静
岡
県
花

の
展
覧
会
審
査
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
最

高
位
で
あ
る
金
賞
１
席
の
農
林
水
産
大
臣

賞
・
Ｊ
Ａ
全
農
会
長
賞
・
日
本
農
業
新
聞
会

長
賞
に
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
の
山
田
弘
志

さ
ん
が
出
品
し
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
プ

ラ
テ
リ
ア
」
が
輝
き
ま
し
た
。

展
覧
会
で
は
、
県
内
の
生
産
者
か
ら
全

８
部
門
（
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
き
く
、
ば
ら
、

ガ
ー
ベ
ラ
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
一
般
切

花
、
枝
物
、
鉢
物
）
に
３
０
０
点
の
出
品

が
あ
り
ま
し
た
。
県
農
林
技
術
研
究
所
の

岩
﨑
敏
之
所
長
が
審
査
長
を
務
め
、
県
の

担
当
者
ら
審
査
員
が
花
の
商
品
性
や
形
質
、

病
害
虫
の
有
無
な
ど
を
確
か
め
ま
し
た
。�

　

金
賞
１
席
に
輝
い
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て

「
花
色
の

発
色
が
す

ば
ら
し
く

ボ
リ
ュ
ー

ム
感
、
そ

ろ
い
、
花

と
茎
の
バ

ラ
ン
ス
な

ど
全
て
に

お
い
て
大

変
す
ば
ら

２
月
９
日
、
静
岡
県
経
済
連
柑
橘
委
員

会
（
事
務
局
：
柑
橘
果
樹
課
）
と
柑
橘
振

興
基
金
協
会
は
、
静
岡
市
駿
河
区
の
グ
ラ

ン
シ
ッ
プ
で
「
令
和
５
年
静
岡
県
柑
橘
生

産
者
大
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

令
和
５
年
産
柑
橘
重
点
実
行
方
針
の
承
認
、

柑
橘
品
評
会
の
表
彰
式
、
講
演
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

令
和
５
年
産
柑
橘
重
点
実
行
方
針
で
は
、

最
重
点
項
目
を
「
安
定
し
た
出
荷
量
の
確

保
と
高
品
質
果
実
の
生
産
」
と
し
、
①
改

植
と
間
伐
の
推
進
、
②
早
期
樹
勢
回
復
と

土
づ
く
り
、
③
高
品
質
果
実
の
栽
培
、
④

着
果
管
理
の
徹
底
の
４
点
を
挙
げ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、

県
貯
蔵
ミ
カ
ン
品

評
会
と
県
中
晩
生

柑
橘
品
評
会
で
上

位
入
賞
し
た
８

人
を
加
藤
敦
啓
代

表
理
事
理
事
長
が

表
彰
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
柑
橘
産

業
功
労
者
賞
の
大

石
智
彦
さ
ん
（
Ｊ

Ａ
お
お
い
が
わ
）、

愛
知
県
の
セ
ン
ト

ラ
イ
青
果
執
行
役

員
の
金
子
正
さ
ん

に
柑
橘
振
興
基
金

協
会
の
柴
田
篤
郎
会
長
か
ら
表
彰
状
を
授

与
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総

合
研
究
機
構
カ
ン
キ
ツ
研
究
領
域
の
岩
崎

光
徳
主
任
研
究
員
が
「
高
品
質
ミ
カ
ン
栽

培
技
術
の
変
遷
」、
県
農
林
技
術
研
究
所

果
樹
環
境
適
応
技
術
科
の
増
井
伸
一
科
長

と
土
田
祐
大
主
任
研
究
員
が
「
カ
ン
キ
ツ

に
お
け
る
総
合
的
病
害
虫
管
理（
Ｉ
Ｐ
Ｍ
）

の
歩
み
と
今
後

の
展
望
」
に
つ

い
て
講
演
し
ま

し
た
。

し
い
出
品
物
だ
っ
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

主
な
金
賞
受
賞
者
は
次
の
通
り
。（
敬�

称
略
）。

花
の
都
し
ず
お
か
を
P
R

第
38
回
静
岡
県
花
の
展
覧
会

選
ば
れ
る
静
岡
み
か
ん・信
頼
さ
れ
る
柑
橘
産
地
を
未
来
に
つ
な
ご
う

令
和
５
年
静
岡
県
柑
橘
生
産
者
大
会
を
開
催

▲第57回県貯蔵ミカン品評会で農林水産大臣賞を受賞した髙橋誠さん

▲�功労者表彰（左：大石智彦
さん、右：金子正さん）

▲品評会優秀賞受賞者

▲�金賞１席山田さんの
カーネーション

▲審査する審査員
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第43回　静岡県中晩生柑橘品評会優秀賞受賞者
品種 氏名 ＪＡ名 特別賞

不知火 望月孝芳 ＪＡしみず 農林水産省関東農政局長賞

はるみ 望月康伯 ＪＡしみず 静岡県知事賞

甘夏 土屋明浩 ＪＡふじ伊豆 静岡県経済産業部長賞

ポンカン 澤野郁夫 ＪＡしみず 日園連会長賞

果実分析（糖度・酸度）の結果
品種 はるみ 不知火 甘夏 ポンカン

糖度
最高 13.6 14.6 11.9 15.2 

平均 12.0 13.1 10.4 12.2 

（単位：度）

２
月
７
日
、
静
岡
県
柑
橘
振
興
基
金
協

会
と
柑
橘
果
樹
課
は
、県
農
業
会
館
で「
第

43
回
静
岡
県
中
晩
生
柑
橘
品
評
会
」
を
開

き
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
望
月
孝
芳
さ

ん
（
Ｊ
Ａ
し
み
ず
）
の
「
不
知
火
」
が
最

高
位
の
優
秀
賞
・
農
林
水
産
省
関
東
農
政

局
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

「
は
る
み
」
70
点
、「
不
知
火
」
37
点
、

「
甘
夏
」
56
点
、「
ポ
ン
カ
ン
」
48
点
が
出

品
さ
れ
、
農
研
機
構
や
県
、
市
場
の
担
当

者
、
消
費
者
代
表
ら
が
形
状
な
ど
の
外
観

と
糖
度
、
酸
度
や
食
味
を
審
査
し
ま
し
た
。

各
品
種
の
糖
度
、
酸
度
の
結
果
は
表
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
ポ
ン
カ
ン
の
審
査
は

１
月
下
旬
に
行
い
ま
し
た
（
本
誌
３
月
号

に
掲
載
）。

優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

２
月
11
日
と
12
日
の
２
日
間
、
名
古
屋

事
務
所
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
の
イ
オ
ン

熱
田
店
で
静
岡
県
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し

た
。
フ
ェ
ア
で
は
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

県
産
の
新
タ
マ
ネ
ギ
「
は
る
た
ま
」
や
セ

ル
リ
ー
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

名
古
屋
事
務
所
が
調
味
料
メ
ー
カ
ー
の

理
研
ビ
タ
ミ
ン
と
連
携
し
、
店
頭
で
「
は

る
た
ま
」
と
、
同
社
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を

組
み
合
わ
せ
て
試
食
を
提
供
。同
事
務
所
は

「
コ
ラ
ボ
企
画
を
通
じ
青
果
物
と
調
味
料

の
相
性
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
相
乗
効

果
で
販
売
促
進
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
24
日
～
26
日
に
は
愛
知
県

な
ど
で
ス
ー
パ
ー
を
展
開
す
る
オ
ー
ク
ワ

で
も
静
岡
県
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、
旬
を
迎
え

た
県
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

栽
培
技
術
向
上
の
た
め
に

第
43
回
静
岡
県
中
晩
生
柑
橘
品
評
会

県
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

愛
知
県
で
静
岡
県
フ
ェ
ア
を
開
催

▲はるみ（JAしみず　望月康伯）▲甘夏（JAふじ伊豆　土屋明浩さん） ▲不知火（JAしみず　望月孝芳）
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３
月
12
日
、
企
画
管
理
課
は
、
テ
レ
ビ

番
組
「
ご
ち
そ
う
カ
ン
ト
リ
ー
」（
テ
レ
ビ

局
：D

aiichi-TV
、
毎
週
日
曜
日
午
前
11

時
40
分
）
の
取
材
に
協
力
し
、「
大
田
市

場
」
を
テ
ー
マ
に
本
会
東
京
事
務
所
の
取

組
を
紹
介
し
、
本
会
の
機
能
・
役
割
を
視

聴
者
へ
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
番
組
収
録

は
３
月
２
日
に
、
東
京
都
大
田
区
の
大
田

市
場
、
品
川
区
の
阪
急
百
貨
店
大
井
食
品

館
で
行
い
ま
し
た
。

番
組
で
は
、
東
京
事
務
所
の
中
村
大
作

所
長
が
出
演
し
、
同
事
務
所
の
業
務
内

容
や
消
費
地
で
本
県
産
青
果
物
の
流
通
に

果
た
す
本
会
の
役
割
と
東
京
事
務
所
の
機

能
・
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。
市
場
関
係

者
と
し
て
、
東
京
青
果
株
式
会
社
の
戸
塚

幹
夫
常
務
取
締
役
に
出
演
い
た
だ
き
、
旬

を
迎
え
て
い
る
本
県
産
農
産
物
が
高
品
質

で
販
売
店
か
ら
の
信
頼
が
厚
く
、
県
内
Ｊ

Ａ
へ
の
期
待
も
大
き
い
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
。
ま
た
、
販
売
店
と
し
て
阪
急
百
貨

店
大
井
麻
食
品
館
に
店
舗
を
持
つ
株
式
会

社
澤
光
青
果
の
菊
地
昭
次
店
長
に
出
演
い

た
だ
き
、
お
客
様
か
ら
も
県
産
農
産
物
の

評
価
が
高
い
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
ご
ち
そ
う
カ
ン
ト
リ
ー
」
は
、
動
画

配
信
サ
イ
ト
「hulu

」
で
配
信
し
て
い
ま

す
（
視
聴
に
は
会
員
登
録
が
必
要
で
す
）。

東
京
事
務
所
の
取
組
を
紹
介

「
ご
ち
そ
う
カ
ン
ト
リ
ー
」番
組
収
録
と
放
送

▲大田市場事務棟前でインタビューに答える中村所長（左）

▲大田市場内での撮影（右2人目：東京青果戸塚常務）

▲澤光青果店舗内での撮影（左：菊地店長）

▲花きの展示 ▲設置されたフォトスポット

２
月
４
日
と
５
日
の
２
日
間
、
県
内
の

有
志
の
花
き
生
産
者
ら
で
組
織
す
る
フ
ラ

ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
実
行
委
員
会
は
、
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
で
花
を
贈
る
「
フ
ラ
ワ

ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
」
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
、

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口
地
下
広
場「
し
ず
チ
カ
」

で
開
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
本
会
職

員
も
参
加
し
、
来
場
者
に
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ

ン
タ
イ
ン
と
県
産
花
き
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
県
中
部
地
域
で
生
産

す
る
バ
ラ
や
ガ
ー
ベ
ラ
な
ど
を
展
示
し
た

他
、
赤
色
や
ピ
ン
ク
色
の
花
で
作
ら
れ
た

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
、
来
場
者
が

写
真
撮
影
を

楽
し
み
ま
し

た
。
５
日
に
は
、

生
産
者
ら
が
花

を
持
っ
て
駅
周

辺
を
歩
く
「
フ

ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」
を
行
い
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
花
を
贈
ろ
う

フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
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事 　業 　名 事　　業　　内　　容 事　業　主　体

①農業者経営能力等向上事業 経営、技術向上を図る講座、研修、研究活動等の担い手育成
活動 農業者等組織、ＪＡ

②担い手等広域交流促進事業 担い手組織が行う東･中･西部に渡る研究会や情報交換会 担い手組織

③生きがい農業応援事業 自給、ファーマーズマーケット出荷を目指す初心者への基礎
研修 ＪＡ

④女性活動、男女共同参画推進事業 女性の活動及び社会・経営参画を行う女性組織やＪＡ女性部
等の活動 農業者等組織、ＪＡ

(1) 担い手育成対策事業　（助成率2分の1以内）

事 　業 　名 事　　業　　内　　容 事　業　主　体

①農産物マーケティング推進事業 市場調査、新商品開発、ブランド化、販売促進、地産地消、
輸出拡大等の活動 農業者等組織、ＪＡ

②農業生産研究事業 生産技術、新作目、燃油・肥料・資材高騰対策技術等の研究・
実証 農業者等組織、ＪＡ

③安全安心な生産基盤づくり事業 ＩＰＭ、ＧＡＰ等取得、残留農薬分析、SDGs、みどりの食
料システム戦略等の活動 農業者等組織、ＪＡ

④農作物鳥獣害対策事業 鳥獣害防止や駆除の研修会・講演会
デジタル技術などを用いた鳥獣被害対策技術の現地実証

農業者等組織、
市民団体、ＪＡ

⑤農地集積、耕作放棄地活用推進事業 農地集積の合意形成や、耕作放棄地の再生を行う活動 農業者等組織、
市民団体、ＪＡ

⑥農業新技術研究・導入促進事業 新技術等の研究・導入に取り組む事業
（※独自開発は助成率10/10以内も可）

農業者等組織、
農業後継者の組織
（学生等）
ＪＡ

ア 新商品開発販売研究事業 新商品開発、試験販売、新流通システムの確立研究

イ 農業新技術開発普及事業 新技術開発研究、普及のための現地実証

ウ 優良種苗供給事業 新品種や優良種苗の生産供給体制の整備、新品種の育成

(2) 地域農業振興対策事業　（助成率2分の1以内、⑥独自開発は10分の10以内）

事 　業 　名 事　　業　　内　　容 事　業　主　体

① 地域特産づくり推進事業 新たな農林産物の導入、特産品開発、販売促進活動 農業者等組織

②グリーン・ツーリズム推進事業 景観、伝統文化、体験施設、地域資源を活用して取り組むグ
リーン・ツーリズム活動 農業者等組織

③食農教育支援事業 消費者や児童・生徒への農業体験、調理加工体験、学校との
食農教育活動

農業者等組織、
市民団体、ＪＡ

④直売所等開設支援事業 農産物の地域内流通、直売所・店舗・朝市等の開設及び開設
翌年度の運営活動 農業者等組織

(3) 農村振興対策事業　（助成率2分の1以内）

　各事業は4月1日から実施可能ですが、助成を活用するには申請が必要です。5月下旬の事前審査会を経て、6月末申請書の締
切となっています。助成事業の申請については、静岡県農業振興基金協会事務局までお問い合わせください。

(4) 日程

　（公財）静岡県農業振興基金協会は、本県の農業振興・農村活性化を図ることを目的に担い手育成、農業振興、農村振興等に
取り組む農業者等の組織（２名以上）に対し、活動経費の１/２以内（限度額有）を助成します。各事業について以下のとおり
ご紹介します。

公益社団法人　静岡県農業振興基金協会
〒422-8619　静岡市駿河区曲金三丁目８番１号

電話：054-284-9545　FAX：054-284-6001　E-mail：kikin＠chu.ja-shizuoka.or.jp
ホームページ : 農業振興基金協会（http://group.ja-shizuoka.or.jp/kikin）

事務局

静岡県農業振興基金協会からご案内
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最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

一 

は
じ
め
に

　

世
界
的
な
日
本
食
ブ
ー
ム
や
健
康
志
向

の
高
ま
り
な
ど
か
ら
緑
茶
の
輸
出
が
年
々

増
加
し
て
お
り
、
特
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
志

向
に
よ
る
有
機
栽
培
茶
の
需
要
は
拡
大
し

て
い
ま
す
。
海
外
の
厳
し
い
残
留
農
薬
基

準
（
Ｍ
Ｒ
Ｌ
）
に
対
応
す
る
上
で
化
学
合

成
農
薬
を
使
用
し
な
い
有
機
栽
培
の
取
組

は
有
利
に
な
り
ま
す
。

　

有
機
栽
培
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
５

月
に
農
林
水
産
省
か
ら
示
さ
れ
た
、「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
お
い
て
、

国
を
挙
げ
て
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
静

岡
県
に
お
い
て
も
、「
静
岡
県
茶
業
振
興

計
画
」
の
中
で
、
茶
有
機
栽
培
面
積
の
目

標
を
、
現
在
の
約
２
０
０
ha
か
ら
４
０
０

ha
に
拡
大
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
有
機
栽
培
で
は
、
病

害
虫
の
多
発
に
よ
り
、
二
番
茶
以
降
の
摘

採
が
出
来
な
い
事
例
も
多
く
、
低
収
量
の

一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
除
草
作

業
の
労
力
負
担
も
大
き
く
、
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
有
機
栽
培
面
積
を
拡
大
し
て

い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
茶
業
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
た
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
令
和
４
年
度
に
か
け
て
、
化
学
合

成
農
薬
に
頼
ら
な
い
病
害
虫
防
除
に
よ
っ

て
二
番
茶
以
降
の
摘
採
率
を
高
め
る
た
め

に
、「
茶
園
用
病
害
虫
ク
リ
ー
ナ
ー
」
を

開
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
年
間
除
草
労
働

時
間
を
半
減
す
る
た
め
の
除
草
技
術
と
し

て
、「
茶
園
用
病
害
虫
ク
リ
ー
ナ
ー
搭
載

型
除
草
機
」
も
開
発
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

こ
れ
ら
の
機
材
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二 

茶
園
用
病
害
虫
ク
リ
ー
ナ
ー
の
開
発

　

化
学
合
成
農
薬
に
頼
ら
な
い
病
害
虫
防

除
と
し
て
、
送
風
（
物
理
的
防
除
手
段
）

に
よ
り
病
葉
や
害
虫
を
除
去
す
る
茶
園
用

病
害
虫
ク
リ
ー
ナ
ー
を
（
株
）
寺
田
製
作

所
と
共
同
で
開
発
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　

本
機
は
、
中
山
間
地
茶
園
で
も
使
い
や

す
い
軽
量
小
型
機
で
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

を
外
せ
ば
７
５
０
kg
ト
ラ
ッ
ク
で
も
運
搬

可
能
で
す
。
ま
た
、
補
助
的
に
薬
剤
散
布

機
能
を
装
備
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

本
機
の
病
害
虫
防
除
方
法
の
概
略
を
図

２
に
示
し
ま
し
た
。
う
ね
幅
い
っ
ぱ
い
に

並
べ
た
ノ
ズ
ル
を
樹
冠
中
に
差
し
込
み
、

送
風
し
な
が
ら
前
進
す
る
こ
と
で
樹
冠
内

の
病
葉
・
害
虫
を
捕
虫
袋
に
収
容
・
除
去

し
ま
す
。

茶
有
機
栽
培
技
術
の
紹
介

茶
有
機
栽
培
技
術
の
紹
介

��

――  

開
発
し
た
機
械
に
つ
い
て

開
発
し
た
機
械
に
つ
い
て  

――

静岡県農林技術研究所
茶業研究センター

茶環境適応技術科 科長

片 井  秀 幸

私
が紹介

します

!

図1　茶園用病害虫クリーナー（2021年10月特許出願）

図２　茶園用病害虫クリーナーの病害虫防除方法の概略と捕虫袋への病害虫の収容
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本
機
の
主
な
特
徴
と
し
て
、
①
樹
冠
中

に
溜
ま
っ
た
炭
疽
病
罹
病
葉
を
除
去
し
、

感
染
源
を
取
り
除
く
こ
と
で
次
期
の
炭
疽

病
発
病
を
低
減
（
無
処
理
の
場
合
と
比
べ

炭
疽
病
葉
数
が
ほ
ぼ
半
減
）、
②
種
類
を

問
わ
ず
幅
広
く
害
虫
を
除
去
、
③
送
風
に

よ
る
物
理
的
防
除
の
た
め
、
残
効
性
は
な

い
、
④
異
物
（
茶
株
面
の
落
葉
等
）
の
除

去
（
図
３
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

三 �
茶
園
用
病
害
虫
ク
リ
ー
ナ
ー

搭
載
型
除
草
機
の
開
発

　

除
草
作
業
時
間
の
短
縮
を
目
指
し
て
、

茶
園
用
病
害
虫
ク
リ
ー
ナ
ー
の
履
帯
後
方

に
エ
ン
ジ
ン
式
刈
払
機
一
対
を
設
置
し
、

茶
株
を
抱
え
込
む
よ
う
に
ナ
イ
ロ
ン
コ
ー

ド
の
刈
刃
部
を
雨
落
ち
部
に
差
し
込
む
こ

と
で
、
う
ね
間
と
樹
冠
下
を
同
時
に
除
草

で
き
る
除
草
機
を
（
株
）
寺
田
製
作
所
と

共
同
で
開
発
し
ま
し
た
（
図
４
）。
本
除

草
機
は
、
乗
用
型
茶
園
管
理
機
に
搭
載
で

き
、
外
部
油
圧
は
不
要
で
あ
り
、
除
草
部

分
は
走
行
体
と
は
独
立
し
た
動
力
で
駆
動

し
ま
す
。

　

本
除
草
機
で
は
、
①
毎
秒
0
・
25
ｍ
程

度
の
走
行
速
度
で
安
定
し
た
除
草
（
10
ａ

当
た
り
一
時
間
弱
）
が
可
能
、
②
年
間
除

草
作
業
時
間
は
、
慣
行
（
刈
払
い
機
＋
手

取
り
）
の
10
ａ
当
た
り
40
時
間
に
対
し
て

本
除
草
機
を
使
用
し
た
除
草
体
系
で
は
約

半
分
以
下
に
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
、
③

除
草
効
果
は
少
な
く
と
も
１
か
月
上
持
続

可
能
、
④
３
月
か
ら
９
月
ま
で
に
４
回
程

度
の
稼
働
で
効
果
的
な
除
草
が
可
能
と
な

り
ま
す
（
図
５
）。

四 

お
わ
り
に

　

今
回
、
茶
業
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と

し
た
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
茶
園
用
病
害

虫
ク
リ
ー
ナ
ー
及
び
茶
園
用
病
害
虫
ク
リ

ー
ナ
ー
搭
載
型
除
草
機
を
開
発
し
ま
し
た
。

開
発
し
た
機
械
を
普
及
す
る
た
め
、
令
和

３
年
度
か
ら
現
地
実
証
試
験
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
令
和
５
年
度
以
降
も
市
販
化
に

向
け
た
開
発
機
の
改
良
・
性
能
評
価
を
行

い
、
令
和
６
年
度
の
商
品
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
紹
介
し
た
内
容
に
つ
い
て
、

「
茶
有
機
栽
培
技
術
の
紹
介
―
開
発
し
た

機
械
を
中
心
に
―
」
と
し
て
技
術
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
生
産
現

場
で
御
活
用
い
た
だ
き
、
安
定
し
た
有
機

栽
培
の
取
組
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

連
絡
先

菊
川
市
倉
沢
一
七
〇
六
ー
一
一

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所

茶
業
研
究
セ
ン
タ
ー

茶
環
境
適
応
技
術
科

M
ail

：ES-kenkyu@
pref.shizuoka.lg.jp

図３　茶株面の落葉の除去※再整枝（化粧ならし）前に処理

図５　除草機作動前後の雑草の状況

図４　茶園用病害虫クリーナー搭載
型除草機（2022年10月特許出願）
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建設部建設部からのお知らせ

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」（テレビ静岡）（テレビ静岡）

テレビ番組

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレビ番組「しず

おかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11回放送）に協賛し、県産米を

PRしました。３月分の放送をもって予定していた全11回が終了しました。

　最終となる第11回目（３月18日）の放送では、フォーリンラブ・バービー

さんが、磐田市・袋井市から「にこまる」を紹介しました。「にこまる」はふ

っくらもちもちの食感と粒ぞろいの良さが特徴。食味ランキングで最高ランク

の特Aを５年連続受賞しているお米です。番組では生産者の佐野喜治さんが

ビデオメッセージで出演し県産「にこまる」をPRしました。

　令和４年度にご紹介した県産米は表のとおりです。１年間ご覧いただきあ

りがとうございました。

▲鈴木組合長玉串奉奠 ▲鈴木組合長挨拶

２月７日、ＪＡふじ伊豆は、御殿場肥料倉庫建
設工事の竣工式を行いました。
神事は、新型コロナウイルス感染拡大防止の対
策を行い、鈴木正三代表理事組合長をはじめ、Ｊ
Ａ役職員、地元関係者、工事業者などの出席者に
より厳粛に執り行われました。
本工事は、御殿場市仁杉にある御殿場ライスセ
ンターの敷地内に新たに肥料倉庫を建設しまし
た。建物規模は鉄骨造平屋建、延床面積559.78㎡
です。
倉庫内にはパレットにて肥料を保管し、最大パ
レット数183枚が保管可能な大型肥料倉庫として
整備しました。
設計監理は、静岡県経済連一級建築士事務所が
行いました。

御殿場地区に新しい農業施設の完成

御殿場肥料倉庫建設工事
竣工式

▲建物外観写真

　担当　建設部　054-284-9523

富士伊豆農業協同組合

令和４年度　「しずおかごはんが食べたい！」で紹介した県産米
放送回 放送日 市町 米名称 米産地

＃１   5月21日 三島市・清水町 にこまる ＪＡとぴあ浜松
＃２   6月18日 静岡市清水区 こしひかり「しみずの風」 ＪＡしみず
＃３   7月16日 伊豆の国市 こしひかり「伊豆の恵」 ＪＡふじ伊豆
＃４   8月20日 静岡市葵区・駿河区 きぬむすめ ＪＡ静岡市
＃５   9月17日 浜松市東区 静岡コシヒカリ ＪＡとぴあ浜松
＃６ 10月15日 掛川市 掛川コシヒカリ ＪＡ掛川市
＃７ 11月19日 藤枝市・焼津市 「金芽米」 ＪＡおおいがわ
＃８ 12月17日 島田市・吉田町 静岡コシヒカリ ＪＡハイナン
＃９   1月21日 富士市・富士宮市 酒米「誉富士」 ＪＡふじ伊豆
#10   2月18日 御前崎市・牧之原市 こしひかり「夢咲コシヒカリ」 ＪＡ遠州夢咲
#11   3月18日 磐田市・袋井市 にこまる ＪＡ遠州中央

Keizairen ┃　 0910　 ┃ Keizairen



定年・選択定年退職者のご紹介
令和５年３月31日付

▲退職者の謝辞 ▲授与式の様子

　このたび、令和５年3月31日をもちまして定年退職を迎えられた方々に、加藤敦啓代表理事理事長
より本会職員を代表して感謝状を贈りました。ここに13人の方々をご紹介申し上げます。長い間本
会を支えていただき誠にありがとうございました。末永くご多幸をお祈り申し上げます。

後列左より

前列左より

飯塚 聡 ・ 竹内 伊知郎 ・ 紅林 弘俊 ・ 澤崎 満直 ・ 深澤 嘉紀 ・ 鈴木 雅也 ・ 平川 孝博 ・ 鳥澤 禎一郎 ・ 堀 要 ・ 酒井 啓行 ・ 田中 要

鎌野 厚
（常務理事）

加藤 敦啓
（代表理事理事長）

寺田 国彦
（代表理事専務）

石川 和弘
（常務理事）

市川 敬弘
（常勤監事）

澤﨑 和重青木 三佐子
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JA
静
岡
経
済
連 静岡県産「にこまる」（西部地区）が５年連続で特Ａ評価を獲得！

担当：食糧部　食糧課（TEL：054-284-9737）

▲応募は経済連
　ＨＰから！
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E-Ｍ
aiＬ

:keizairen@
kei.ja-shizuoka.or.jp 

静岡県米麦流通連絡協議会（事務局：食糧課）では、静岡県産米を
購入いただいたお客様に抽選で「特選和牛　静岡そだ
ち」が当たるキャンペーンを実施しています。キャン
ペーン期間は６月末までとなります。対象商品は、キ
ャンペーンシールが付いている静岡県産米となります。
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